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採択された事業の説明
・総務省令和５年度の補正予算である「地域デジタル基盤活用推進事業」の中の「自動運転レベル４検証タイプ」に東日本電信電
話株式会社（NTT東日本）を実証団体の代表機関とした組織（コンソーシアム）が応募し委託先として選定されました。
・自動運転サービス実装の課題となる通信システムの検証を目的としており、ローカル5G（NTT東日本のギガらく5G）を活用し検証
を行う予定としています。



採択結果

総務省｜報道資料｜令和5年度補正予算「地域デジタル基盤活用推進事業（自動運転レベル4検証タイプ）」の選定結果について (soumu.go.jp)

・2024年4月23日に総務省より選定されました。

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000388.html


【交差点】

実施体制
（下線：代表機関）

東日本電信電話(株)、(株)ティアフォー、(株)マップフォー、
（一財）計量計画研究所、(株)unerry、狛江市 実証地域 東京都狛江市

実証概要

多摩川地区地区計画に基づく再開発にて、2025年度以降の人口増加が見込まれる一方、2024年4月の改善基準告示適用  
により公共交通機関の乗務員不足が深刻化しており。住民生活に必要な移動手段の増強・確保が課題となっている。
レベル4自動運転の円滑走行には、交差点・ロータリーでの渋滞や道路利用者(歩行者・自転車等)の認識高度化が必要であ
る。交差点・ロータリーに設置した定位置センサー・カメラ情報をローカル5Gで遠隔監視者等に伝送し、輻輳が発生しや
すい状況下における、見通し外の交通情報の提供の実現性を確認する。併せて、同情報を用いた遠隔監視者による自動運転
車の走行支援の有効性を検証する。

ローカル5Gを活用した混雑環境でのレベル4自動運転適用の実現

1.交差点における他車両や歩行者・自転車の
認知機能向上

2.混雑した交通環境・通信環境における進入先
の映像分析および車両の進入可否判断の補助 走行ルート

遠隔型自動運転車両

交差点・ロータリーの混雑環境や
公共交通手段のない環境を含むルート

視点1

視点2

①交差点への接近検出
(自転車/歩行者)

視点2

視点1

通勤時間帯の
通信混雑

①注視エリアで車両を検知

②走行先の情報を通知
事前に状況把握・伝達

遠
隔
監
視
拠
点

株式会社ティアフォー製 中型バス車両
「Minibus」 乗車定員23名(立ち乗り含)

視点1

③停止線で停車するため
に、徐々に減速を開始
(乗り心地満足度の向上)

③停止線で停車するため
に、徐々に減速を開始
(乗り心地満足度の向上)

【ロータリー】
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①ロータリー
内の滞留検知

③停止線で停車するために、
徐々に減速を開始(乗り心地満足度の向上)

センサー・カメラ情報を遠隔監視画面に伝達し、
交差点へ進入する歩行者・自転車等の遠隔視認
により自動運転車両の制御に活用

滞留車両の検出や映像分析により、遠隔監視者
および車両による進入可否判断の補助を実現

【新規性】自動運転車両からの情報だけでなく定位置センサー・カメラから見通し外の交通情報を集約し、多視
点インフラによる、自動運転の走行支援の有効性を実証

②走行先の情報を通知
事前に状況把握・伝達
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②走行先の情報を通知
事前に状況把握・伝達



走行ルート
実証エリアの概要と走行ルート
項目 内容

走行ルート 和泉多摩川駅から田中橋交差点を経て、
多摩川住宅を周回するルート

走行距離 約4.1km

実証エリア

和泉多摩川駅エリア
・通信混雑発生箇所
・駅前ロータリー
・車両の滞留

田中橋交差点エリア
・交通量の多い交差点
・見通しの悪い信号付き

交差点

多摩川住宅エリア

・自転車や歩行者の飛び
出し

・見通しの悪い信号無し
交差点

・自動車からの死角



今後の想定スケジュール

実施内容
2024年 2025年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実
施
計
画

契約締結 　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

L5G構築

機器調達 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

配線工事 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

機器設置 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

試験 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

実験試験局免許申請 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

システム構築 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

コンサルティング 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

実証期間（体験乗車）　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

実証完了 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　

報告書作成 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

実証取りまとめ 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

最終報告会 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　 　


